
学長 高田 邦昭

ご挨拶

Vol.3/No.1 2015.6.1群馬県立県民健康科学大学

放射線治療における技術および機器は大きく進歩しており、強度変調放射線治療、画像誘導放射線治療等の高精

度治療が急速に普及し、種々の病気への適用拡大、治療成績の向上、有害事象の低減が実現しています。そして、

陽子線治療、重粒子線治療に代表される粒子線治療では日本が世界をリードし注目されています。この講演では、

近年の最新放射線治療機器と技術を知っていただき、多くの疾患に対して放射線治療が有効に利用されている現状

をご紹介いたします。

第１回公開講座
「身近で受けられる高精度放射線治療 －原理から重粒子線治療まで－」 参加者募集中！

お知らせ

【 日 時 】 平成２７年８月２９日（土） １４時～

【 講 師 】 診療放射線学部 教授 佐々木 浩二

【 受講料 】 無料

【申込方法】 本学ホームページからお申し込みください。また、はがき、FAX、電話でもお申込みいただけます。

平成27年4月1日付けで群馬県立県民健康科学大学の学長を拝命しました。

県立大学としての本学の価値を高め、県民にとって必要とされ、頼りがいのあ

る大学を、教職員一同一丸となって作って行きたいと思います。本学には看護

学部と診療放射線学部の二つの学部があります。これらのルーツである群馬

県立看護学院と群馬県立診療エックス線技師養成所の開設以来、約60年間

にわたり地域が必要とする看護師、保健師、診療放射線技師を養成し、保健、

医療水準の向上に貢献してきました。そして本学は、更なる充実を図るべく4年

制大学へと改組してから10年が経過しました。

大学のミッションは教育基本法により、教育、研究、社会貢献と定められています。この三本柱の一つである大学の

社会貢献機能を最大限発揮する、すなわち大学の知を地域の保健・医療・福祉向上のために還元するための仕組み

として、地域連携センターは平成24年に発足しました。センターでは、看護学教員養成事業により、地域の看護学教

員のレベルアップに取り組んでいます。また、地域の看護師や診療放射線技師のために様々なセミナー、講習会、教

育講座を開催するとともに、研究支援や共同研究も行っています。学校における放射線教育支援や地域の放射線測

定に関する助言・指導にも取り組んでいます。県立病院とは、看護学、診療放射線学の両分野で、人材養成、課題解

決、研究等への協力を通じて連携事業を展開しています。さらに県民向けの公開講座や出前講座による教育普及活

動も行っています。

大学の後ろにそびえる赤城山のように、地域に広い裾野を広げ、地域に根ざしてそのニーズに的確に応える「地域

に開かれた大学の窓」として、この地域連携センターを運営して行きたいと考えています。引き続き皆様方のご支援ご

鞭撻をお願いいたします。
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■GUNMACHAN：本学オリジナルぐんまちゃん

昨年度、ゆるキャラグランプリで見事グランプリを獲得した、ぐんまちゃん。
実は、本学のためにデザインされた「ぐんまちゃん」がいます。ご存知でしたか？
看護学部の白衣は学年ごとに袖にカラーラインが入ります。そんなライン入りの
白衣を着たぐんまちゃんと、診療放射線学部が着ている長白衣のぐんまちゃん

です。

本事業は、大学が所有する知的財産や研究成果を活用し、県内

の看護職者の研究能力の向上に寄与することを目的として、群馬県

内の病院、行政機関、健診機関、訪問看護ステーション、福祉施設、

事業所等に所属する看護職者の皆さんの研究活動を支援する事業

です。

今年度は既に、４月２９日（水・祝）、５月１０日（日）に、計３回の看

護研究セミナーを実施しました。実践的な内容やグループワークを

取り入れた内容は、各回とも大変ご好評いただきました。また、平成

２５年度・２６年度に看護研究個別支援を受講された方に、成果報告

会として、支援の経過や研究内容を発表していただきました。報告

会では、和やかな雰囲気の中で、意見交換をすることができました。

看護職研究支援事業担当教員

看護研究個別支援成果報告会の様子看護研究セミナー グループワークの様子

特集 看護職研究支援事業

順番に研究を行っている職場で、ついに研究担当になってしまいました。
さて、「困った」と思っていたところ、健科大の看護研究支援事業を知り、
渡りに船と参加しました。就労後初めて行う研究のため、大澤先生、坪井先
生、齋藤先生には、看護研究に必要な知識から丁寧に教えていただきました。
また今回の研究成果を産業衛生学会で発表することになり、学会発表用の抄
録や発表の原稿、スライド作成まで細かくご指導いただきました。今回、支
援事業に参加して、研究の楽しさも学べてとても勉強になりました。貴重な
時間をありがとうございました。

『 研究はつらい？? 』

Voice 看護研究個別支援成果報告会発表者の声
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